
富士市福祉人材育成事業
～つながろうプロジェクトに参画して～

「福祉マン・サードプレイス」

社会福祉法人岳陽会
地域密着型特別養護老人ホームあおば 山本実沙季



地域密着型特別養護老人ホームあおばの概要

• 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

定員29名

• 短期入所生活介護 定員10名

• 個室ユニット型施設 4ユニット

（1ユニット10名）

• 開設：平成26年5月15日

• 入居者平均年齢：90歳

• 入居者平均介護度：4.1

（令和6年7月1日現在）

近隣の中学、高校、看護学校との交流があり、
地域のイベント、防災訓練にも積極的に参加し
ています。

富士市から福祉避難所の指定を受けています。



富士市福祉人材育成事業
つながろうプロジェクトについて

•目的：将来の福祉事業に携わる人材を長期的な視点

で育成・確保すること

•若手職員の交流の場（福祉マンサードプレイス）づくり

•福祉人材育成事業実行委員会 市内9法人

•つながろうプロジェクト実行委員会 市内５法人

•事務局 富士市社会福祉協議会



福祉の現場で必要とされる自立型人材

冒険力・思考力・変革力・発想力・分析力など
→これらの能力を高められる場所がサードプレイス



サードプレイスとは

家庭（第1の場所）でも

職場（第２の場所）でもない

第3の活動場所

・義務的共同体（自治体、消防団、PTAなど）

・社交交流型（地元の居酒屋など）

・マイプレイス型（カフェなど）

・目的交流型（コミュニティーカフェ、地域の活動団体）
→変化資産（挑戦意欲、変化に対する柔軟性、対応力、好奇心）を

高める自立型人材育成に効果的なサードプレイスであると考えられる



福祉マン・サードプレイスをつくる

•2021年 若手福祉マンで「つながろうプロ
ジェクト」実行委員会を結成

•2021年度～2023年度の取組を紹介します！



青年の主張
～これから介護の世界に入る後輩に伝えたい介護の魅力を発表～

• 高校生等に福祉の仕事をわか
りやすく魅力的に発信できる
福祉マンを募集、市内5事業
所の福祉マンが発表！

•「楽しい」

•「笑顔」

• 「働きがい」等



「福祉マン向上委員会！！！」
事業所の垣根を越えて話し合える場所をつくる

仕事内容の話し、業務改善や効率化、
悩みやストレス、働きがい等



富士市の福祉のブランンディングに挑戦

• ブランドコンセプト

「だもんで、ふふふ」を策定

• 先ずは福祉の現場で働く人にブラン
ドコンセプトを知ってもらうために
フォトコンテストを開催

• 23事業所から応募あり

• またより多くの人に富士市の福祉の
魅力を発信するために、ポスター、
バッジを制作し配布しました



職場でのサードプレイスづくり

• 施設内で音楽ユニットを結成
定期的に演奏会を開催

• 練習時に仕事の悩みを話した
り、ストレス発散の場に

• 法人内研修会で横のつながり
を作る



活動を通じて学んだこと

•富士市の福祉の魅力・特色・強みを再確認

•職場ではないサードプレイスを運営する方法

•アイデアを形にしていく方法を体験

•職場だけでは学べなかった事が沢山あり、同じ福
祉業界で外部とのつながりを持つことで、職場で
の生きがいや悩みを共有したり、他事業所の意見
を吸収でき、自分の視野が広がりました



まとめ

•2024年度からは新しいメンバーで富士市のブラ
ンドコンセプトを広めていく活動を計画中です。

•法人内の横のつながり、他事業所との横のつなが
りを大切に。

•2024年度からはOBメンバーと共に、新メンバー
を支えながら、福祉の仕事の魅力、やりがいを発
信していきたいと思います。



ご清聴ありがとうございました。


	スライド 1: 富士市福祉人材育成事業 ～つながろうプロジェクトに参画して～
	スライド 2: 地域密着型特別養護老人ホームあおばの概要
	スライド 3: 富士市福祉人材育成事業 つながろうプロジェクトについて
	スライド 4: 　　福祉の現場で必要とされる自立型人材
	スライド 5: サードプレイスとは
	スライド 6: 福祉マン・サードプレイスをつくる
	スライド 7: 青年の主張 ～これから介護の世界に入る後輩に伝えたい介護の魅力を発表～  
	スライド 8: 「福祉マン向上委員会！！！」 事業所の垣根を越えて話し合える場所をつくる
	スライド 9: 　 富士市の福祉のブランンディングに挑戦 
	スライド 10: 職場でのサードプレイスづくり 
	スライド 11: 活動を通じて学んだこと
	スライド 12: まとめ
	スライド 13: ご清聴ありがとうございました。

